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新技術 
紹介

1．はじめに

　昨今，企業価値の向上のためには事業活動に
よって得られる収益向上を目指す「経済的価値」
の向上だけでなく，SDGs を始めとした社会課題
の解決に取り組む「社会的価値」を高めることも
併せて求められており，豊田合成では「SDGs 8つ
の重点項目」を定めて取り組んでいる（図－ 1）．

図－ 1　持続的成長のための取り組み

　我々，技術部門において，内閣府のスーパーシ
ティ構想 1）や Society5.0（図－ 2）を軸に将来の
社会環境を描き，バックキャスト型での事業創出
の取り組みに着手しており，その中でも本報告書
で取り上げる非接触給電技術は，我々の生活を支
える電力というインフラをよりシームレスに使う
ことができる先端技術と考えている．

図－ 2　Society5.0 で実現する社会（内閣府）2）

　一方，企業価値向上を目指す活動のひとつとし
て，将来性の高い技術を保有するベンチャーへの
出資（CVC）を強化している．また，2014 年よ
り非接触給電技術の研究開発に着手しており，
LED照明への非接触給電を実用化した．その中
で，次世代技術としてマイクロ波による非接触給
電に着目し，その先進技術を保有するOssia 社へ
の出資を 19 年 9 月に実施し現在，共同開発を進
めている．その技術により，我々は車室内空間の
快適性を向上させる新たな価値の製品化を目指し
ている．
　Ossia 社が保有する非接触給電技術は室内空間
において特に高効率送電と安全性を両立してお
り，デバイスやアンテナの技術進歩と共に今後
益々の発展が期待される．
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2．提供価値

　マイクロ波による非接触給電技術の確立により
創造される提供価値として，安全で快適な生活の
創造を目指した LaaS （Living as a Service）向け
の提供価値及び，車室内の快適性の向上を目指し
たMaaS （Mobility as a Service）向けの提供価値
が考えられる．
　LaaS においては，室内に置かれた電力伝送装
置からスマートフォンや家電など複数の電気機器
へ同時に無線給電するシームレスな空間（図－ 3）
を提供する．電気機器から電気配線がなくなるこ
とにより自由な生活空間を実現することができ
る．また，人が介在するような室内空間では
Ossia社独自のシステムが有する人体を避けて給電
するという特徴が活かされている．

図－ 3　シームレス空間の提供（LaaS）

　MaaS においては，車内に設置された電力伝送
装置からモバイル機器への給電をおこなうこと
で，ポケットやカバンにモバイル機器を入れた状
態でのシームレスな給電（図－ 4）を実現する． 
LaaS と同様，車内空間は人体を避けて給電する
という特徴が活かされる空間である．

図－ 4　シームレス空間の提供（MaaS）

　このようにOssia 社の技術を活用したマイクロ
波による非接触給電は，将来の社会を見据えた人
中心の新たな価値創造をしていくために必要に
なってくる技術であると言える．

3．技術課題

　一般に，マイクロ波による非接触給電技術が取
り組むべき課題は空間伝送効率を始め，電波防護
指針に従う人体防護性能，高周波変換効率，移動
体追従給電，電波干渉等様々なものがあり 3），ま
た係る法規制に関しては，総務省情報通信審議会
において ISMバンドの中で検討されている 4）．

3 － 1．伝送エネルギーと距離
　送電アンテナから受電アンテナへ放射される電
力，即ち等価等方輻射電力（EIRP）は空中線電
力（PA）と送電アンテナ利得（GA）の和により
求まる．送電アンテナと受電アンテナ間の距離を
d［m］としたとき，受電電力密度（PU）［dBm/
m²］は以下の式で定まる．

　　　　PU=EIRP/4πd²=（PA+GA）/4πd²

　この電力を高効率に受電するためには，レクテ
ナ（rectifying antenna）の応用機器に対応した
最適設計が求められる．

3 － 2．電磁界シミュレーション
　電波防護指針への適合設計において，電磁界シ
ミュレーションによる電波伝搬解析と曝露の理論
検証は不可欠である．我々はフェーズドアレイア
ンテナの放射強度計算から電波伝搬，電波反射，
受電電力の解析を進めている（図－ 5）． 

図－ 5　電波伝搬シミュレーション

4．今後の取り組み

　我々が目指す LaaS やMaaS におけるシームレ
スな社会生活の実現に向け，マイクロ波給電プロ
トタイプ機を準備し，社内施設を活用した検証作
業をすでに開始している．今後はさらに，社外施
設や一般参加者にご協力いただき，検証を加速し
ていく予定である．実証の主な目的としては 2つ
ある．1つ目は BtoBtoC のお客様に対し，我々の
コンセプトによって新たな体験価値を与えること
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ができるかどうかの検証と改善であり，2つ目は
それらを実現するための技術的な実現可能性の
検証である．その中で給電性能と安全性の両立を
図り，顧客の声を聞きながら市場が求める水準へ
早期に押し上げていく．
　また本件では，マイクロ波給電周辺技術を扱う
企業との技術交流も並行して進めており，オープ
ンイノベーションを積極的に活用し，仲間づくり
を大切にしている．日本では非接触給電に対する
法規制が十分に整っていない側面もあり，エコシ
ステムを構築して社会整備を進めていく必要があ
ると考えている．その拠点として，名古屋大学の
豊田合成 GaN 先端デバイス応用産学共同研究部
門を活用し，産官学一体となった共同開発体制を
目指し，事業企画の早期実現と，活動の効果を示
していく．

5．おわりに

　我々は車載事業で培ってきた「安心 /安全 /快
適」の理念や技術を基盤とし，社会課題に向き合っ
たソリューションを創出することで，人中心の豊
かで笑顔があふれる社会作りに今後も奮闘してい
きたい．
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